
「町長室」 出前懇談会

　
２
月
14
日
か
ら
２
月
22
日
ま

で
、
町
内
９
会
場
で
、
累
積
赤

字
解
消
後
の
当
町
の
３
つ
の
共

通
課
題
「
①
健
全
財
政
の
維
持
」

「
②
公
共
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準

の
維
持
向
上
」「
③
地
域
の
活
性

化
」
へ
の
共
通
理
解
を
深
め
、

町
民
み
ん
な
で
そ
の
克
服
や
解

決
の
方
策
を
考
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
す
『「
町
長
室
」
出
前

懇
談
会
』
が
行
わ
れ
、
１
０
３

名
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、『
町
の
財
政
状
況
に

つ
い
て
』、『
広
報
２
月
号
の
「
急

が
れ
る
４
つ
の
課
題
」
に
つ
い

て
』
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
町
長

や
担
当
課
長
か
ら
資
料
の
説
明

が
あ
り
、
活
発
な
質
疑
や
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
議

会
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
継

続
審
議
中
の
急
が
れ
る
４
つ
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。（
次

ペ
ー
ジ
参
照
）

　
町
か
ら
お
伝
え
し
た
テ
ー
マ

の
要
点
は
次
の
１
・
２
・
３
の
と

お
り
で
す
。

 

１ 

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

　

①
健
全
財
政
の
維
持

　

平
成
17
年
に
、
10
億
４
，

６
０
０
万
円
も
の
多
額
の
累
積
赤

字
を
抱
え
た
町
の
財
政
を
振
り
返

り
、「
赤
字
」
と
「
借
金
」
の
違

い
、
地
方
債
（
町
の
借
金
）
の
残

高
や
推
移
、
町
に
と
っ
て
有
利
な

借
金
の
過
疎
・
辺
地
対
策
事
業
債

等
の
活
用
の
割
合
、
基
金
積
立
残

高(

町
の
貯
金)

の
推
移
や
他
町

村
と
の
比
較
、
地
方
交
付
税
や
国
・

道
の
補
助
金
へ
の
依
存
度
合
か
ら

見
た
町
の
財
政
構
造
な
ど
。

　　

②
公
共
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準

の
維
持
向
上

　

近
隣
町
村
と
の
上
下
水
道
料
金

や
除
排
雪
、
福
祉
灯
油
助
成
事
業

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事

業
な
ど
の
町
民
負
担
の
比
較
の
ほ

か
、
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
に
現
在
実
施
し
て
い
る
事
業
の

状
況
な
ど
。

　

③
地
域
の
活
性
化

　

ま
ち
の
活
性
化
に
資
す
る
主
な

事
業
の
取
組
状
況
を
紹
介
。

　
　「
急
が
れ
る
４
つ
の
課
題
」

　 

　
に
つ
い
て　

　
　

『
簡
易
水
道
料
金
の
引
上

げ
』、　

『
下
水
道
使
用
料
の
引
上

げ
』、　

『
産
業
交
流
雇
用
対
策
推

進
施
設
（
岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
）

の
民
営
化
』、　

『
町
営
牧
場
の
見

直
し
』
の
現
状
課
題
と
今
後
の
方

向
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
資
料
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

 

３ 

そ
の
他

　
　

北
海
道
中
央
バ
ス
㈱
か
ら
積

丹
線
の
統
廃
合
や
減
便
の
提
案
が

あ
り
、
積
丹
線
構
成
市
町
村
（
小

樽
市
・
余
市
町
・
古
平
町
・
積
丹

町
）
と
中
央
バ
ス
と
の
協
議
が
続

い
て
い
る
こ
と
。

　
　

平
成
30
年
度
か
ら
介
護
保
険

料
が
引
上
げ
ら
れ
る
こ
と
。

　
　

国
民
健
康
保
険
事
業
が
市
町

村
か
ら
都
道
府
県
に
移
管
と
な
る

こ
と
。
保
険
証
の
書
き
換
え
が
２

年
か
ら
１
年
に
変
更
と
な
る
こ

と
。

　

急がれる課題“滞納”に厳しい意見が続出！

２

日　司野　塚
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開催日程・出席者数
月日 会場 対象地区 参加人数

２月 14 日  野塚地区ふれあい交流館 野塚町 17 名

２月 15 日
 婦美会館

婦美町
丸山

５名

 入舸会館 入舸町 13 名

２月 16 日
 幌武意老人寿の家 幌武意町 ８名

 総合文化センター 美国町 15 名

２月 19 日
 来岸会館

来岸町
西河町

５名

 日司生活改善センター 日司町 17 名

２月 22 日

 神岬会館 神岬町 11 名

 余別地区コミュニティ

 センター
余別町 12 名

５日間 ９会場 11 地区 103 名

たくさんの貴重なご意見・提言をいただきました

財政状況について

■平成 29 年度の普通交付税はなぜ減ったのか。

■基金積立額が後志管内で１番低い理由はなにか。

■累積赤字解消の要因の大きなものは何だったか。

※この他にも多数のご意見・提言をいただきました。

　町民の皆さんからいただいた貴重なご意見は

　今後の町行政に役立てていきます。

開催日程・出席者数

※参加人数は議員を含む

■新規就農対策や後継者の人材育成対策を。

■年々増加している空家対策をどう考えているか。

■料金引上げの前に未加入者に対して、加入の

　呼びかけを！

■水道使用料など滞納が多いが、町で回収する

　努力はしているのか。

■人口減少でまだまだ水道料が上がるのではないか

　危惧している。

■水道を止めるなど厳しい滞納対策をしないと納めて

　いる人と不公平だ。

■滞納の現状をもっと町民に知らせる必要がある。

■未加入者がいるのに料金値上げは不公平。

■人口が減少し加入率向上は難しい。

■他町村と比べると安いので、料金が上がるのは当然だ。

■今の水道料金体系は「農業に優遇」ではないか。

■観光客をもっと増やせば、水道料金の増収につながる

　のではないか。

上下水道の引上げ、滞納対策について

移住・定住対策等について

■６月などは、無休営業できないのか。

■宣伝が足りないのでは。

■責任ある立場の人を常駐しては。

■学校給食費の無償化についてどう考えているか。

■美国小を複式学級ではなく単式学級の維持を。

■小学校の統合を考えないのか。

教育、子育て支援対策について

町営牧場の跡地利用について

■植林して森に戻したらどうか。

交通確保について

■現行の中央バスダイヤを見直す住民の声を要望

　してほしい。

■町の送迎バスが、診療所と岬の湯の利用に限定

　されているので、役場や買物などの利用も考慮

　してほしい。公共交通のない神岬地区の対策を

　考えてほしい。

岬の湯しゃこたんの運営について

財政状況について

移住・定住対策等について移住・定住対策等について

■他町村と比べると安いので、料金が上がるのは当然だ。

　上下水道料金の引上げについては、去る

３月 16 日の議会産業建設常任委員会で、町

長室出前懇談会で出た意見の報告がありま

した。

　町長からは、４月中の町議会臨時会に引

上げ条例改正案を提出したいこと、また、

第１次改正は本年９月 28 日、第２次改正を

平成 32 年４月１日、第３次改正を平成 33

年４月１日としたいとの意向が示されまし

た。（改正内容については広報３月号参照）
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